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（1） 第79号 2016年7月11日市 Ｐ 連 だ よ り

　

こ
ん
に
ち
は
。 

昨
年
度
に
引
き
続
き
平
成

28
年
度
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

石
原
初
江
で
す
。一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は『
く
ば
る
』で
す
。

昨
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン『
つ
な
が
る
』で
た
く
さ

ん
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
の
時
代『
も
ら
う
』こ
と
ば
か
り
考
え
て
し

ま
い
ま
す
が(

〜
を
も
ら
う
・
〜
し
て
も
ら
う

等
々)

こ
れ
か
ら
は
く
ば
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

『
目
を
く
ば
る
』『
気
を
く
ば
る
』『
心
を
く
ば

る
』こ
れ
ら
は
目
に
見
え
な
い
も
の
ば
か
り
で

す
。こ
の
目
に
見
え
な
い
も
の
の
中
に
こ
そ
大

切
な
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
中
で
思
い
を『
く
ば
る
』Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を

実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

市
Ｐ
連
活
動
は
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の

出
向
の
皆
様
方
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
活
動
し

て
い
ま
す
。各
学
校
と
連
携
を
図
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

「
く
ば
っ
て
」
み
ま
せ
ん
か
。

甲
府
市
小
中
学
校
P
T
A
連
合
会

会
　
長
　
　
石
　
原
　
初
　
江

（
玉
諸
小
）

http://www.ptakofu.org
「くばる」「くばる」「くばる」「くばる」「くばる」平成28年度スローガン 新役員でスタートしました。

皆様のご協力をお願い致します。

平
成
28
年
度 

役
員
の
方
々
に
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン『
く
ば
る
』に
つ
い
て
一
言（
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
思
い
等
）寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

副
会
長

　

金　

井　

孝　

仁

　
　
　
　
　
　
　
（
玉
諸
小
）

見
え
な
い
大
切
な
も
の
を
く
ば
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！

常
任
理
事

　

樋　

口　
　
　

仁

　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
母
小
）

人
の
心
を
温
か
く
ほ
っ
こ
り
さ
せ

る
。そ
ん
な「
く
ば
れ
る
人
」に
な

り
た
い
。

副
会
長

　

末　

木　

良　

一

　
　
　
　
（
教
頭
会
代
表
・
北
中
）

「
く
ば
る
」…

連
携
し
、伝
え
合
う

こ
と
で
、更
に
一
歩
前
進
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

副
会
長

　

高　

橋　

義　

美

　
　
　
（
校
長
会
代
表
・
国
母
小
）

多
く
の
人
に
心
を
配
り
，大
切
な

思
い
を
伝
え
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う

常
任
理
事

　

関　
　
　

和　

美

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
川
小
）

親
も
子
ど
も
も
先
生
も
学
ぶ
機
会

を
お
届
け
し
た
い
な
あ
と
思
い
ま

す
。

常
任
理
事

　

浅　

利　

久
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
中
）

一
つ
で
も
多
く「
く
ば
る
」を
意
識

し
て
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

常
任
理
事

　

鮫　

田　

光　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
笛
南
中
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
と

ら
え
て
、会
長
を
支
え
て
い
き
ま

す
。

常
任
理
事

　

新　

谷　

淳　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
中
）

子
ど
も
達
が
安
全
に
過
ご
せ
る
よ

う
、地
域
全
体
で
目
を
配
り
た
い

で
す
ね
。

常
任
理
事

　

宮　

川　
　
　

親

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
川
小
）

ス
ロ
ー
ガ
ン【
く
ば
る
】を
実
行

し
、子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
を
く
ば

り
た
い
！

常
任
理
事

　

内　

藤　

祐
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
城
小
）

く
ば
り
、う
け
と
り
、ま
た
く
ば

る
！
学
校
・
家
庭
・
地
域
で
善
意
の

つ
な
が
り
！
市
Ｐ
連

母
親
委
員
会　

委
員
長

　

大　

矢　

か
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
里
小
）

母
親
委
員
会
の
活
動
を
、少
し
で

も
皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。教

育
研
修
部　

部
長

　

田　

原　

真
由
美

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
勢
小
）

「
気
配
り
」「
心
配
り
」が
で
き
る
女

性
に
な
れ
る
よ
う
、努
力
の
一
年

に
す
る
‼

情
報
活
動
部　

部
長

　

永　

野　

久　

美

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
条
中
）

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
子
ど
も
達

に
く
ば
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

監　

事

　

植　

松　

克　

俊

　
　
　
　
　
　
　
　
（
舞
鶴
小
）

（
く
）配
っ
て
頂
い
て

（
ば
）ば
か
り
の

（
る
）累
積
し
た
御
恩
を

今
度
は
私
が
お
配
り
し
ま
す
！

監　

事

　

榊　

原　

美
由
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
東
中
）

い
つ
も
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
心

を
く
ば
る
人
間
で
あ
り
た
い
で
す
。

副
会
長

　

齊　

藤　

正　

仁

　
　
　
　
　
　
　
（
石
田
小
）

子
ど
も
達
の
笑
顔
が
絶
え
な
い
為

に
も
、親
と
し
て
色
々
な「
く
ば

る
」を
し
て
い
き
ま
す
！

副
会
長

企
画
調
査
委
員
長

　

林　
　
　
　

勝

　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
南
中
）

つ
な
が
り
で
実
を
結
び
、目
く
ば

り
・
気
く
ば
り
・
心
く
ば
り
で
花
開

く
！

副
会
長

　

今　

村　

公　

彦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
条
中
）

み
ん
な
の「
く
ば
る
」が
笑
顔
に
つ

な
が
る

副
会
長

　

小　

沢　

忠　

雄

　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
新
小
）

輝
く
子
ど
も
達
の
潤
滑
油
に
な
る

よ
う
な
心
配
り
を
し
続
け
た
い
。

副
会
長

　

臼　

井　
　
　

稔

　
　
　
　
（
校
長
会
代
表
・
北
中
）

飯
田
龍
太
さ
ん
の「
ど
の
子
に
も

　

涼
し
く
風
の　

吹
く
日
か
な
」

の
句
が
浮
か
び
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
上
に
、保
護
者
や

地
域
の
大
人
の
温
か
い
風
が
吹
き

ま
す
よ
う
に
。

常
任
理
事

　

清　

水　

美　

希

　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
東
中
）

大
切
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

心
を
く
ば
り
な
が
ら
取
り
組
み
た

い
で
す
。

事
務
局
次
長

　

中　

島　

智　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
勢
小
）

「
く
ば
る
」を
考
え
、人
と
人
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

常
任
理
事

　

碇　
　
　

美　

和

　
　
　
　
　
　
　
　
（
城
南
中
）

「
目
を
配
り
、心
を
配
る
」を
今
年

の
テ
ー
マ
に
、１
年
頑
張
り
ま
す
。

副
会
長

　

小　

沢　

愼
太
朗

　
　
　
（
教
育
会
代
表
・
甲
運
小
）

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
く
ば
る
た
め

保
護
者
と
の
連
携
に
も
心
く
ば
り

た
い
で
す

事
務
局
長

　

佐　

野　
　
　

誠

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
条
中
）

子
供
・
親
・
先
生
達
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
、い
ろ
ん
な
こ
と
に

気
を
く
ば
る



（2）第79号だ よ り

山梨県ＰＴＡ協議会主催の広報誌コンクールに
おいて、甲府市Ｐ連からは北中・南西中の２校の
広報誌が奨励賞を受賞しました。
表彰式は第４回山梨県ＰＴＡ大会（11月26日）の
席上で行います。

◇奨励賞　甲府市立北中学校ＰＴＡ　　「北陽樹」
◇奨励賞　甲府市立南西中学校ＰＴＡ　「いちょう」

地
震
発
生
時
の
行
動
に
つ
ぃ
て
学
ぶ
ー 

第
一
回  

企
画
調
査
委
員
会 

ー

　

第
一
回
教
育
研
修
部
会
を
平
成
28
年
７
月
９
日(

土)

午
前
９
時
30
分
よ
り
青
少

年
セ
ン
タ
ー
・
別
館　

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
役
員
紹
介
・
年
間
事
業
計
画
に
つ
い
て
、情
報
交
換
会
で
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、「
し
つ
け
」に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
６
月
17
日（
金
）理
事
会
終
了
後
、総
合
市
民

会
館　

大
会
議
室
に
て
第
１
回
委
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

委
員
会
前
半
は
今
年
度
の
活
動
計
画
の
確
認
と
独
自

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
協
議
。

災
害
時
及
び
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
、小
中
学
校
で
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
知
り
、良

い
事
例
や
問
題
点
を
調
査
し
、今
後
の
活
動
の
参
考
に
す

る
た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、後
半
は
甲
府
市
危
機
管
理
室
防
災
課
よ
り
講
師

を
お
招
き
し
、『
地
震
発
生
時
の
行
動
ポ
イ
ン
ト
』の
学
習

会
を
行
い
、「
大
規
模
災
害
と
避
難
所
運
営
」に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は『
東
北
や
九
州
な
ど
、遠
い
所
の
話
だ
と
思
っ
て

い
た
け
ど
、山
梨
の
活
断
層
の
地
図
を
見
た
ら
、い
つ
こ
の
山
梨
で
地
震
が
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
な
と
思
っ
て
、ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
。』ま
た
、『
い
つ
で
も
、地
震
が
来
る

こ
と
を
想
定
し
て
家
具
の
固
定
や
食
料
の
蓄
え
な
ど
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

な
と
思
っ
た
。』等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、理
事
を
対
象
に
Ｈ
Ｕ
Ｇ(

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム)

を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
事

に
な
り
ま
し
た
。大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
日
程
が
決
ま
り
次
第
、学
校
経
由
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。）

　

７
月
２
日（
土
）リ
バ
ー
ス
和
戸
に
て
、第
２
回
母
親
委
員
会
を
甲
府
市
教
育
委
員
会 

学
事
課
の
方
々
を
招
き
行
い
ま
し
た
。

　

櫻
林
課
長
よ
り
、食
中
毒
対
策
や
衛
生
管
理
面
か
ら
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の
給
食
室
に

改
築
し
て
い
る
こ
と
、食
育
・
安
全
・
運
営
面
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
給
食
調
理
業
務

を
民
間
委
託
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

花
輪
係
長
か
ら
は
、小
学
校
給
食
が
で
き
る
ま
で
の
流
れ
や
地
産
地
消
・
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
・
食
材
の
放
射
性
物
質
測
定
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、小
尾
係
長
か
ら
は
、中

学
校
給
食
で
食
缶
方
式
の
給
食
が
提
供
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
や

現
状
を
実
物
の
食
缶
を
見
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
小
学
校
給
食
が
で
き
る
ま
で
」の
D
V
D
を
視
聴
し
、衛
生

管
理
を
徹
底
し
て
安
全
で
お
い
し
い
給
食
が
提
供
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
毎
日
の
残
食
調
べ
か
ら
も
献
立
が
考
え
ら
れ
て
い
る
事

を
知
り
ま
し
た
。

　

地
産
地
消
に
つ
い
て
の
問
い
に
、全
食
材
は
難
し
い
が
旬
の

も
の
を
提
供
で
き
る
よ
う
更
に
進
め
た
い
と
お
答
え
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、毎
日
の
給
食
が
と
て
も
あ
り
が
た
い
と

言
う
意
見
が
多
く
、学
校
給
食
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
り
ま
し

た
。 学

校
給
食
に
つ
い
て
学
ぶ

ー 

第
二
回  

母
親
委
員
会 

ー

躾（
し
つ
け
）に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す

　

平
成
28
年
６
月
18
日（
土
）、遊
亀
公
民
館
研
修
室
に
て
第
１
回
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

年
間
活
動
計
画
、市
Ｐ
連
だ
よ
り

79
号
の
紙
面
等
、議
事
は
滞
り
な
く
進
行
し
ま
し

た
。ま
た
今
年
度
は
、積
極
的
に
取
材
活
動
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

部
会
の
後
半
は「
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
」と
し
て
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
か
ら
新
籾

久
美
子
さ
ん（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）を
講
師
に
招
い
て
、ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ゲ
ー
ム
機
で
も
接
続
で
き
る
。「
子
ど
も
達
が
ど
の
様
な
使
い
方

　

を
し
て
い
る
の
か
」把
握
す
る
こ
と
が
必
要
。

○
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
依
然
と
し
て
多
く
発
生
し
て
い
る
。

　
・
ネ
ッ
ト
い
じ
め　
（
ラ
イ
ン
等
の
閉
鎖
的
な
空
間
で
起
こ
り
や
す
い
）

　
・
誘
い
出
し
、個
人
の
特
定　
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は「
匿
名
」で
は
な
い
。書
き
込
ん
だ
文
章
や
写
真
か
ら
、自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
自
宅
が
特
定
出
来
て
し
ま
う
。）

○
親
が
注
意
し
、子
ど
も
の
経
験・状
況
に
応
じ
て「
段
階
的
に
利
用
さ
せ
る
」こ
と
が
大
事
。

　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
の
み（
保
護
者
は
隣
で
見
守
る
）

　

②
メ
ー
ル
な
ど
で
の
発
信
・
や
り
と
り（
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
保
護
者
の
目
の
届
く
と
こ
ろ
で
）

　

③
ブ
ロ
グ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
発
信
・
や
り
と
り（
状
況
に
応
じ
て
自
室
へ
の
持
ち
込
み
許
可
）

○
ス
マ
ホ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ル
ー
ル
を

　

作
る
必
要
が
あ
る
。ル
ー
ル
の
必
要
性
を
子

　

ど
も
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、「
ペ

　

ナ
ル
テ
ィ
を
子
ど
も
に
決
め
さ
せ
る
」の
が

　

有
効
。

○「
危
な
い
か
ら
ダ
メ
」と
い
う
訳
に
も
い
か

　

な
い
。子
ど
も
の
様
子
に
目
を
く
ば
り
、段

　

階
に
応
じ
て
ル
ー
ル
を
見
直
し
つ
つ
、親
子

　

で
相
談
し
あ
え
る
雰
囲
気
を
作
り
ま
し
ょ

　

う
。

ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
を
開
催ー 

第
一
回
　
教
育
研
修
部
会
を
開
催 

ー

ー 

第
一
回
　
情
報
活
動
部
会 

ー

〈第38回 PTA広報誌コンクール〉
おめでとうございます！！



単P

「うちの学校」＆「自慢のPTA活動」
どの学校・PTAも様々な特色ある取り組みをしています。

今回は5つの学校・PTAの活動を紹介します。

（3） 第79号 市 Ｐ 連
　　　　　　　　　　玉諸小学校ＰＴＡでは，子ども達の元気
　　　　　　　　　　と笑顔を目指して，読み聞かせ，町別安
全集会，ＰＴＡ新聞発行，奉仕活動，教育講演会，福祉施設訪問
等様々な活動を行っています。
　昨年度の教育講演会では，「街の本屋さんが選んだ絵本大
賞」受賞作「いのちをいただく」のモデル，坂本義喜さんをお迎
えして，親子でお話を聞きました。普段何気なく食べている肉も
食肉を解体する人がいて食べられること，最初は仕事と割り切っ
て「かわいそう」という感情もなく働いていた坂本さんが，その
仕事で「命の重さ」を知った話を伺いました。「いのちをいただ
く」ことの意味を考えさせられた講演会でした。

　　　　　　　　　　大里小学校のＰＴＡ組織は、執行部の他、
　　　　　　　　　　情報活動部・研修部・教育振興部の３部
と通学安全委員会があります。執行部では，親子クリーンアクシ
ョン・通学路安全点検・あいさつ運動を行っています。また奉仕
作業や運動会への協力も行っています。
　情報活動部ではＰＴＡ新聞の発行（年２回），研修部では講演
会（講習会）の実施、教育振興部では，給食試食会・学校保健委
員会・子ども110番の家依頼を行っています。また，通学安全委
員会では，保護者による旗振り当番表を地区毎に作成し，保護
者全員で安全活動を行っています。

大里小学校

　　　　　　　　　　山梨大学教育学部附属小学校は，昨年
　　　　　　　　　　創立１４０周年の節目を迎えた，歴史あ
る学校です。笑顔溢れる本校の伸びやかな教育を支えているの
が，保護者の皆様を主体としたPTA活動です。
　本校のPTA活動は学年ごと６つの部会で構成されています。
小物・書・絵画など，様々な魅力的な作品が並ぶ「あおぎり文化
展」等を運営する「文化部」（１年生），運動会で保護者と職員の
全力プレー・珍プレーが続出のPTA種目等を担当する「保体部」
（２年生），お団子のような雑巾で床を拭く「親子清掃」等を主催
する「生活部」（３年生），「新任職員歓迎会」「あおぎりバザー」等
を主催する「厚生部」（４年生），本校の行事を生き生きとした写
真と共に紹介するPTA広報紙「きりのは」を年２回発行する「広
報部」（５年生）、「あおぎり祭り」の日にオープンする「あおぎり喫
茶」で軽食・お茶・スイーツや生演奏でおもてなしをする「執行
部」（６年生）です。
　また，本校の任務である「公開研究会」も，多くのPTA役員が
スタッフとしてスムーズな運営を支えています。

附属小学校

　　　　　　　　　　西中学校では、「全員参加のＰＴＡ活動」
　　　　　　　　　　を基本姿勢とし、保健体育部、生活指導
部、広報部、研修部の４つの専門部会が中心となって活動を行っ
ています。
　各専門部の活動の中でも、保健体育部の「ＰＴＡ球技会」、生活
指導部の「地域連絡協議会」、広報部の「ＰＴＡだより発行」、研修
部のフラワーアレンジメントなどの「講習会」に多くのＰＴＡ会員
の方が参加しています。また、「地域連絡協議会」では地域の皆
さんも参加して下さり、ＰＴＡ相互の親睦を深めるとともに、地域
の皆さんとの情報交換も行っています。ＰＴＡバザーや親子愛校
作業なども通して多くのＰＴＡや、地域の皆さんと共に子ども達
のよりよい成長を願って活動を進めています。

西中学校

玉諸小学校

　　　　　　　　　　甲府市で１０校目の公立中学校となる上条中学校は，昭和６３
　　　　　　　　　　年に開校した一番新しい学校です。そんな本校のＰＴＡ活動で
すが，伝統として行われている活動は次の２点です。
　１つ目は『あいさつ運動』です。各学期の一定期間に保護者と先生方が一緒に，登
校してくる生徒とあいさつを交わします。元気にあいさつを交わすことでお互いに
清々しい気分になります。
　２つ目は『親子ボランティア愛校作業』です。８月下旬の早朝に，親子で校地内をき
れいにします。少ない時間ですが，親と子で同じ作業をして，学校もきれいになるの
で，毎年「やって良かった」と感じる作業です。
　これからも執行部と専門部員が協力して，全員でより良い活動をしていきたいです。

上条中学校



Ｐ
Ｔ
Ａ
に
望
む
こ
と
は
。

子
ど
も
最
優
先
の
街
づ
く
り
に
か
け
る

市
長
の
思
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
か
ら
政
治
の
事
に

関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
か
。

　

小
学
校
２
年
生
の
４
月
か
ら
剣
道
を
始

め
、旧
甲
府
警
察
署
の
道
場
や
お
城
の
武
徳

殿
に
、火
木
土
と
稽
古
に
通
い
ま
し
た
。結

構
強
か
っ
た
で
す
よ（
笑
）。

　

他
の
ス
ポ
ー
ツ
も
大
好
き
で
、野
球
、サ

ッ
カ
ー
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
、空
き
地
や
公

園
で
汗
ま
み
れ
に
な
っ
て
毎
日
飛
び
回
っ

て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。　

ス
ポ
ー
ツ
イ

コ
ー
ル
遊
び
、そ
ん
な
少
年
時
代
で
し
た
。

　

今
年
度
、市
Ｐ
連
で
は「
く
ば
る
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、「
家
庭
・
学
校
・

地
域
と
の
つ
な
が
り
」を
大
切
に
し
て
、

心
を
く
ば
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、研
修
会
や
学
習
会
を
通
し
て
、会
員
相
互
の

親
睦
を
深
め
な
が
ら
研
鑽
を
積
み
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
甲
府
を
創
る
た
め
に
は
、未
来

を
託
す
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
良
好

な
環
境
の
整
備
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

家
庭
で
の
子
育
て
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
や
学
校
、行
政

が
一
体
と
な
り
子
ど
も
た
ち
の「
思
い
遣
る
心
」や「
生
き

る
力
」を
育
み
、ま
た
、安
心
し
て
子
ど
も
を
健
や
か
に
育

て
ら
れ
る
ま
ち
の
創
造
に
向
け
、最
優
先
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
や
、「
子
ど
も

未
来
部
」の
設
置
を
は
じ
め
、今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
・
教
育
に
関
し
、切
れ
目
の
な
い
子
育

て
支
援
を
推
進
す
る
な
か
で
、様
々
な
施
策
を
重
点
的
か

つ
効
果
的
に
取
り
組
み
、誰
も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
の
住
む
街
は
昭
和
30
年
代
に
造
成
さ
れ
た
住
宅
地
で
、当
時

大
人
た
ち
が
、自
治
会
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
、住
み
よ
い
街
へ
の
議

論
を
、連
日
交
わ
し
て
い
た
こ
と
を
子
供

心
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
長
だ
っ
た
父
が
推
薦
さ
れ
て
市

議
に
な
り
、日
々
の
議
員
活
動
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、み
ん
な
の
想
い
を
実
現
す

る
た
め
に
は
政
治
の
力
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
未
来
部
は
、甲
府
市
が
掲
げ
る「
子
ど
も
最
優
先

の
ま
ち
」の
実
現
に
向
け
て
、子
育
て
施
策
に
特
化
し
て
取

り
組
む
組
織
と
し
て
、本
年
４
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
医
療
費
助
成
や
保
育
所
入
所
の
受
付
な
ど
の

ほ
か
、新
た
に
開
設
し
た
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー「
お
ひ

さ
ま
」で
は
、臨
床
心
理
士
や
保
健
師
な
ど
の
専
門
ス
タ

ッ
フ
を
配
置
し
、児
童
虐
待
を
は
じ
め
、子
育
て
に
関
す

る
様
々
な
悩
み
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
わ
る
環
境
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す
の

で
、そ
の
時
々
の
情
勢
や
皆
様
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と

把
握
し
て
、子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（4）第79号2016年7月11日 市 Ｐ 連 だ よ り

市Ｐ連だより第 79号を発行することが出来ました。
発行にあたり、大変お忙しい中、多くの皆様にご協力いただ
き心より御礼申し上げます。
次号も市Ｐ連の様々な活動を皆様にお届けしたいと思ってお
ります。

日時 ： 平成28年12月17日（土）　午後１時30分開会（予定）
会場 ： 未定（現在調整中）
内容 ： 講演会（現在調整中）

情報活動部部員一同

今後の
予　定
今後の
予　定

□平成28年度　市Ｐ連全体研修会

□山梨県ＰＴＡ大会
　　日時：平成 28年 11 月 26 日（土）　午後１時開会
　　会場：かいてらす（甲府市善光寺）　３階大ホ-ル
　　内容：講演会

土曜学習会

日　時 ： 平成28年８月27日（土）午後１時開会
場　所 ： 県立青少年センター本館、別館（甲府市川田町）
　　　　リバ－ス和戸館（甲府市和戸町）

市Ｐ連出向役員の親子を参加対象に、
文部科学省の推進する「土曜学習」を行います。

おさかな学
校

小学校低学年 小学校高学年

中学生

修了証
書

発行予
定

今年もやります！

開催内容は変更になる
場合があります。

おもちゃのＵ
Ｄ（ユニバ－サ

ルデザイン）

　　　　　　
について学ぼ

う

お金につい
て

印章について

健康体操
地球温暖

化

　につい
て

小学校低学
年と合同

応急手
当

1

45

23

甲府市長を表敬訪問
　

６
月
30
日（
木
）、市
Ｐ
連
常
任
理
事
会
役
員
が

樋
口
雄
一
甲
府
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。平

賀
教
育
委
員
長
、長
谷
川
教
育
長
、数
野
教
育
部

長
も
同
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

樋
口
市
長
の「
皆
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
、昨
日『
と
こ
や
』に
行
っ
て
来
ま
し
た
」の
一

言
で
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、会
が
ス
タ
ー
ト

し
、「
子
ど
も
最
優
先
の
街
づ
く
り
」、給
食
試
食

会
な
ど
で
子
ど
も（
児
童
生
徒
）と
接
し
た
感
想

等
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
Ｐ
連
で
は
今
年
度
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
く

こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

樋口雄一甲府市長に聞きました！
「
子
ど
も
未
来
部
」で
は
ど
ん
な
事
を
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
他
に
ど
ん
な
事
を
し
て
い
く
の
か
。

子
ど
も
時
代
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。


